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第７８回評価会議議事録 

                     

１ 開会 

 

２ あいさつ〔笠鳥危機管理監〕 

 本日は年度末の大変お忙しい中、第 78 回評価会議にご出席をいただきまして、大変あり

がとうございます。また、日ごろより、委員の皆様には柏崎刈羽原子力発電所周辺の放射

線監視及び温排水による影響調査に関しまして、適切なご助言、ご指導をいただいており

ます。深く感謝を申し上げます。 

 この評価会議ですけれども、昭和 58 年に設置されまして、これまで発電所周辺の環境監

視調査の計画の協議や調査結果の評価をいただき、その結果を県民の皆様にお伝えしてま

いりました。現在は、ご案内のとおり、柏崎刈羽原子力発電所の全号機が停止しておりま

すが、県といたしましてはこうした状況におきましても、発電所の管理状況や周辺環境へ

の影響を確認し、結果を県民の皆様にお伝えしていくということが非常に重要なことであ

ると考えております。その際、学識経験者の皆様、関係団体等の皆様からご確認、ご評価

をいただくことが調査の信頼性、透明性をより一層高め、県民の皆様の安全・安心につな

がるものと考えております。 

 本日は、令和５年度の放射線と温排水の調査計画について協議をいただきます。委員の

皆様から活発にご意見をいただきまして、本日の会議が有意義なものとなりますようご祈

念いたしまして、冒頭のあいさつに代えさせていただきます。本日はよろしくお願いいた

します。 

 

３ 報告・議事 

〔司会：飯吉原子力安全広報監〕 

 続きまして、会議における注意事項を申し上げます。本日は多くの委員の皆様にＷｅｂ

会議によりご出席いただいております。Ｗｅｂ会議により参加されている方は、設定を常

にミュートにお願いいたします。また、ご質問などがある際には、挙手をお願いします。

議長から指名された方は、ミュートを解除してご発言をお願いいたします。発言が終わり

ましたら、ミュートにお戻しください。なお、ご発言は簡潔明瞭にお願いいたします。 

 それでは、これから議事に入らせていただきます。本日は、会長である知事が欠席のた

め、評価会議運営要綱第５条第１項の規定に基づき、あらかじめ会長から議長として笠鳥

危機管理監が指名されております。これからの議事進行については笠鳥危機管理監にお願

いいたします。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 円滑な議事の進行にご協力をお願いしたいと思います。 

 それでは、早速、次第に沿って始めさせていただきたいと思います。最初に、会議次第

の ３ 報告・議事です。報告（１）柏崎刈羽原子力発電所の最近の状況につきまして、東

京電力ホールディングス株式会社から報告をお願いいたします。 
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〔東京電力ホールディングス（ＨＤ）（株）新潟本社：橘田常務執行役 新潟本社代表兼新

潟本部長兼原子力・立地本部副本部長〕 

 東京電力ホールディングス新潟本社の橘田です。本日は、よろしくお願いいたします。 

 2011 年３月 11 日の福島第一原子力発電所の事故から 12 年が経過いたしました。福島県

の皆様、新潟県の皆様、また、広く世間の皆様に今もなお多大なご負担、ご心配をおかけ

しておりますことに心よりお詫び申し上げます。 

 福島県では、昨年、葛尾村、大熊町、双葉町の特定復興再生拠点区域の避難指示が解除

され、また、今年も浪江町、富岡町、飯舘村での解除が予定されています。一方で、ＡＬ

ＰＳ処理水の海洋放出や燃料デブリの試験的取り出しに向けた作業を来年度に控えるなど、

廃炉と復興がともに着実に進んでいることを実感できる昨今です。 

 さて、本会議の開催に当たりましては、長きにわたり評価をいただいております委員の

先生方にご尽力賜り、改めて心からお礼申し上げる次第です。誠にありがとうございます。

本日は、柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の進捗状況、また、放射線、温排水の年度計画、

さらには、福島第一原子力発電所の最近の状況などにつきまして報告させていただきます

が、ぜひ、皆様のご意見をお伺いさせていただきたいと存じますので、ご指導のほどよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、ここからは、発電所から報告をさせていただきます。 

 

〔東京電力ＨＤ（株）：櫻井柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 東京電力ホールディングス柏崎刈羽原子力発電所副所長の櫻井です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 今し方、橘田からお話申し上げましたけれども、新潟県の皆様、社会の皆様に大変なご

心配をおかけしておりますこと、重ねて深くおわび申し上げます。誠に申し訳ございませ

ん。 

 本日は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に配慮し、Ｗｅｂ参加でのご説明とい

う形になりますけれども、この後、発電所の状況や放射線監視、温排水等漁業調査結果に

ついてご説明し、委員の皆様のご意見をお伺いさせていただければと考えておりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、私から、最初に柏崎刈羽原子力発電所の最近の状況についてご説明させてい

ただきます。 

【報告資料 No.１「柏崎刈羽原子力発電所の最近の状況について」を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの報告につきまして、ご質問、ご意見等ありましたら、お願いいたします。 

 

〔細井委員〕 

 ご説明、ありがとうございました。 

 確認したい点があります。４ページ目の１、核物質防護事案に対する取り組み状況とい
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うところの２番目の項目についてです。経営層が核物質防護業務の状況を直接確認するな

どというところ、それから、継続的な意識づけというところですが、多少抽象的であるの

で、もう少し踏み込んで、具体的に、だれがどれくらいの頻度でどうするのだということ

は記述することはできないのでしょうか。核物質防護なので、それはセキュリティ上問題

があって言えないという点がありましたら、それはそれでかまわないと思うのですが、い

かがでしょうか。 

 

〔東京電力ＨＤ（株）：櫻井柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 資料の記載等につきましては、より具体的に記載して、できるだけご理解いただけるよ

うに努めてまいりたいと考えておりますので、次回以降、そういったところを反映させて

いただきたいと考えております。 

 また、経営層と記載しておりますけれども、具体的には、弊社の社長であったり発電所

長であったり、こちらにおります原子力立地・本部長の福田であったり、そういった者が、

随時と言っていいと思うのですけれども、直接現場に足を運んで現場の状況を確認しなが

ら、というところと、現場の人間と対話しながら改善を図っているということで、ご理解

いただけたらと思っております。具体的な頻度については、今日、データを持ち合わせて

おりませんので、回答は控えさせていただきたいと思います。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ほかにありませんか。 

 ないようでしたら、先に進ませていただきたいと思います。 

 次に、（２）環境放射線監視調査の部ということで、議事の令和５年度柏崎刈羽原子力発

電所周辺環境放射線監視調査年度計画につきまして、県と東京電力から続けて説明をさせ

ていただきまして、まとめてご意見をいただければと思います。 

 それでは、まず、県からお願いします。 

 

〔新潟県：渡邉放射線監視センター所長〕 

 新潟県放射線監視センター所長の渡邉です。本日は、よろしくお願いします。 

 県の年度計画案について、説明させていただきます。 

【議事資料 No.２－１「令和５年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計

画(案)」、議事資料 No.２－２「令和５年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査

年度計画(案)比較表」、議事資料 No.２－３「農産物（刈羽村勝山）の採取依頼先農家の変

更について」を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 引き続き、東京電力からお願いいたします。 

 

〔東京電力ＨＤ（株）：吉田柏崎刈羽原子力発電所原子力安全センター放射線安全部長〕 

 東京電力ホールディングス株式会社柏崎刈羽原子力発電所放射線安全部長の吉田です。 
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 東京電力の年度計画を説明させていただきます。 

【議事資料 No.３－１「令和５年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計

画(案)」、議事資料 No.３－２「令和５年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査

年度計画(案)比較表」を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの報告につきまして、ご質問等ありましたらお願いいたします。 

 

〔及川委員〕 

 東京電力、新潟県、説明ありがとうございました。 

 昨年度からの計画に変更はないということで、理解いたしました。また、（測定方法の参

照元や検出下限値の求め方の説明文の）修正の件ですけれども、文言等の変更のみという

ことで、今までのデータと差異がないということも併せて承知いたしました。ＮＤ（不検

出）の表記につきましては、よく誤解されるので、ご苦労もあるかとは思いますが、両機

関とも引き続き、皆さんの理解のためにご尽力いただければと思います。 

 また、空間放射線量率等のモニタリングにつきましても、変更はないということですが、

新潟県におきましては、豪雪等の気象状況、全国的に見ても厳しい状況にあると思います

ので、メンテナンスとか大変であると思いますが、県民の皆様、ひいては日本の皆様に、

データの欠損がなく（結果をお知らせできるよう）、引き続きデータの収集・公表に努めて

いただければと思っております。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ほかにありませんか。ないようでしたら、令和５年度環境放射線監視調査年度計画につ

きましては、原案のとおりとしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（異議なし） 

 それでは、原案のとおり決定させていただきたいと思います。 

 次に、議事（３）温排水等漁業調査の部です。令和５年度柏崎刈羽原子力発電所温排水

等漁業調査年度計画につきまして、同じく県と東京電力から続けて説明をお願いしたいと

思います。まず、県からお願いします。 

 

〔新潟県：河村水産海洋研究所長〕 

 新潟県水産海洋研究所の河村です。 

 温排水等漁業調査について、新潟県の調査計画について、説明いたします。なお、調査

については、現在、温排水が出ていない状況で継続しているところです。 

【議事資料 No.４－１「令和５年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査年度計画（案）」

を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 引き続いて、東京電力からお願いします。 
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〔東京電力ＨＤ（株）：曽良岡柏崎刈羽原子力発電所土木・建築担当〕 

 引き続きまして、令和５年度東京電力の温排水等漁業調査年度計画（案）について、柏

崎刈羽原子力発電所土木・建築担当の曽良岡よりご説明させていただきます。 

【議事資料 No.４－２「令和５年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査年度計画（案）」

を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの報告につきまして、ご質問がありましたら、よろしくお願いいたします。 

 

〔細井委員〕 

 新潟県からのご報告について、表１で調査時期、水温・塩分が４、５、６、７、９、１

１月と測って、その後、12、１、２月が欠けているのは海が荒れているからということで

よろしいのでしょうか。 

 それから、表２ですが、動物プランクトンから付着生物までの調査時期です。５月と９

月の２回となっていますが、少し時期が偏っているように思うのですけれども、何か意図

があるのでしょうか。 

 

〔新潟県：河村水産海洋研究所長〕 

 冬期間の調査がないということですが、基本的に荒れる時期でもありますので、その時

期は少なくなっているということです。また、春と夏、秋、３月になりますが、冬という

ことで、四季については網羅されていると思っております。年７回ということで、十分な

回数ができているのではないかと思います。 

 それから、動物プランクトン、卵・稚仔、付着生物等についてですが、春先と秋口に発

生する時期がありますので、その辺りを網羅する形で設定されていると考えております。

よろしいでしょうか。 

 

〔細井委員〕 

 分かりました。ありがとうございました。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ほかにありませんか。 

 よろしいでしょうか。それでは、基本的に今年度と同じやり方、同じ地点について、同

じ時期ということで、実施していくということです。ご意見がないようですので、令和５

年度の温排水等漁業調査年度計画につきましては、原案のとおりとさせていただきたいと

思います。ご異議ありませんか。 

（異議なし） 

 ありがとうございました。それでは、（原案のとおり）よろしくお願いいたします。 

 これで、３ 報告・議事を終了させていただきます。 
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４ その他 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 これで、３ 報告・議事を終了させていただきます。次に、４ その他です。福島第一原

子力発電所の最近の状況につきまして、東京電力から説明をお願いしたいと思います。 

 

〔東京電力ＨＤ（株）：玉井原子力運営管理部長代理〕 

 福島第一原子力発電所の最近の状況としまして、福島第一（福島第一原子力発電所）の

周辺環境の放射能の状況並びにＡＬＰＳ処理水の放出に向けた取組みについて、ご報告い

たします。 

 【その他資料 No.１「福島第一原子力発電所の最近の状況について」を説明】 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ただいまの説明につきまして、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

〔及川委員〕 

 今、ご説明いただきました点、ありがとうございます。引き続きデータの公表等、継続

していただければと思っております。 

 グラフ等いろいろ見せていただきました。各々は小さな１点のプロットですけれども、

非常に多くの方々の協力がないとその１点は打てないと思います。私もモニタリングをや

っている１人の技術者として、多くの方々の努力というか手間がかかっていることは重々

承知しております。そういったデータをうまく利用というか、最大限引き出して、安心・

安全のために発信等を続けていただければと思います。 

 飼育試験におきましても、やはり、生物の飼育というのはとても難しいところがありま

すので、単にデータを取るだけではなくて、このデータの持つ意味とかそういったところ

を、いろいろな方々のご協力をいただきながら、引き続き発信していただければと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

 

〔東京電力ＨＤ（株）：玉井原子力運営管理部長代理〕 

 ご意見ありがとうございました。いただいたご意見、肝に銘じまして、正確で透明性高

く、分かりやすい情報発信、継続して努めてまいりたいと思います。ありがとうございま

した。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ほかにありませんか。ないようでしたら、ただいまの説明につきましては終了させてい

ただきまして、最後に、県から連絡事項を申し上げたいと思います。 

 

〔新潟県：渡邉放射線監視センター所長〕 

緊急事態が発生した場合への平常時からの備えのための調査計画というものがありまし
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て、この計画について、一部改訂したことをお知らせします。配布資料をご覧いただきま

して、内容についてご意見などがありましたら、県までご連絡いただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

   

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ぜひ、ご協力のほどお願いしたいと思います。 

 

〔品田委員〕 

 今、緊急事態が発生した場合への平常時からの備えのための調査のお知らせがありまし

たが、実質、バックグラウンドデータをここで取るのですよね。それで、緊急事態が発生

したときのデータと比較して線量が上がっているなど、ということを判断する。また、ま

だ安全なのかだめなのかということを判断するというところにつなげていくべきだと思う

のです。 

 今ほど、東京電力ホールディングスから、福島第一原子力発電所の最近の状況というも

のが示されましたが、例えば、セシウム 137 はＷＨＯの飲料水基準をずっと下回っていま

すという実態は分かりました。しかし、バックグラウンドと比較したときにどうだという

ような数字のとらえ方がとても大事だと思うのです。発電所がどうだということばかりで

はなくて、緊急事態が発生した場合への平常時からの備えのための調査というのは、平時

から緊急時に備えて何を明らかにするのかということをしっかりと明確にしておく必要が

あると思います。この調査をして、データを取るということだけが目的になってしまうよ

うでは、正しい行為には結びつかないと思いますので、その調査の目的をしっかりと明確

にして、平時から備えておくということが大事だと思います。意見を申し上げました。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 何か、放射線監視センターからありますか。 

 

〔新潟県：渡邉放射線監視センター所長〕 

 品田委員、ありがとうございました。おっしゃるとおり、いざというときにこの備え調

査というものが使えるような形で、我々、結果をまとめていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 今、品田委員がおっしゃったとおりのことだと思いますので、そういう意味で、しっか

り調査を進めていきたいと思います。 

 ちなみに、東京電力の福島第一原子力発電所の観測結果については、ＷＨＯの（飲料水

基準）レベルというような話もありましたけれども、通常レベルのデータ、バックグラウ

ンドデータというものはあるのでしょうか。東京電力、いかがでしょうか。 
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〔東京電力ＨＤ（株）：玉井原子力運営管理部長代理〕 

 今いただいたご質問に対しまして、バックグラウンドデータと比較してどうかというこ

とを申し上げる資料が手元にないのですけれども、一部はバックグラウンドの測定値とい

うことで評価して、確認を取っているといったような状況です。 

 また、先ほどの資料にも記載させていただきましたけれども、サンプリングしたポイン

トにおける検出限界値を確認して評価しているといったような状況です。 

 

〔議長：笠鳥危機管理監〕 

 ほかにありませんか。 

 ないようでしたら、本日の議事につきましては、すべて終了させていただきます。 

 本日の会議について、ご協力いただきましてありがとうございました。 

 

５ 閉会 


